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「2020　環境報告書」の対象範囲

●対 象 期 間
●対象事業所

2019 年度 (2019 年 4 月～ 2020 年 3 月 )
本社・南本町工場（含む敷地内アリサワファイバーグラス株式会社、
敷地内有沢総業株式会社）
中田原工場（含む敷地内有沢総業株式会社）
中田原西工場 ( 含む敷地内有沢総業株式会社 )

C O N T E N T S

2020 環境報告書
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当 社 に お け る 環 境 活 動

　 ア リ サ ワ グ ル ー プ は 、「 創 造 ・ 革 新 ・ 挑 戦 」 を 基 本 と し た 経 営 方 針 の も と 、 当

社 独 自 の 「 織 る 、 塗 る 、 形 づ く る 」 技 術 を 駆 使 し て 技 術 革 新 と 製 品 開 発 に 取 り

組 み 、 お 客 様 の ニ ー ズ に お 応 え す る と 共 に 、 企 業 価 値 の 向 上 に 努 め て ま い り ま

し た 。

　 そ う し た 活 動 を 進 め る 上 で 、 2 0 1 5 年 に 国 連 で 採 択 さ れ た 持 続 可 能 な 開 発 目

標 （ S D G s ） の 達 成 を 念 頭 に 置 き 、 環 境 負 荷 の 低 減 を 目 指 し た 製 品 ・ 技 術 開 発 、

有 害 物 質 の 管 理 強 化 、 環 境 法 令 の 遵 守 、 省 エ ネ ル ギ ー ・ 省 資 源 推 進 、 環 境 関 連

教 育 の 充 実 、 環 境 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 実 施 の 6 つ の 分 野 で 環 境 目 標 を 設 定 し 、

活 動 を 継 続 し て ま い り ま し た 。

　 当 社 の 製 品 ・ 技 術 開 発 に お き ま し て は 、 気 候 変 動 へ の 対 応 、 全 て の 人 々 の 豊

か な 生 活 、 資 源 循 環 と 効 率 化 を 社 会 貢 献 の 目 標 に し て 開 発 を 促 進 し て お り ま す 。

特 に 、 カ ル フ ォ ル ニ ア 州 で 決 定 さ れ た ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 車 の 義 務 化 に つ い て 注

視 し て お り 、こ の 流 れ に 対 応 す べ く 、ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 車 の 候 補 で あ る F C V （ 燃

料 電 池 自 動 車 ） の 材 料 供 給 の 開 発 に 力 を 入 れ 大 切 な 事 業 と し て 成 長 さ せ て ま い

り ま す 。

　 本 報 告 書 は 、 2 0 1 9 年 度 に お け る 当 社 の 環 境 に 関 す る 活 動 を ま と め た も の と

な っ て お り 、 当 社 の 環 境 活 動 の 状 況 を ご 理 解 い た だ け れ ば 幸 い で す 。

　 今 後 も 『 昨 日 よ り 今 日 、 今 日 よ り 明 日 』 の ス ロ ー ガ ン の も と 、 地 域 社 会 の 皆

様 と 密 接 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り 、 環 境 に 配 慮 し た 事 業 活 動 を 継 続 し て ま

い る 所 存 で す の で 、 ア リ サ ワ グ ル ー プ へ の 変 わ ら ぬ ご 指 導 、 ご 鞭 撻 の 程 、 よ ろ

し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

2 0 2 0 年 1 0 月
株 式 会 社 有 沢 製 作 所

C E O
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経 営 方 針

　 当 社 は 、 電 子 材 料 、 デ ィ ス プ レ イ 材 料 、 電 気 絶 縁 材 料 及 び 産 業 用 構 造 材 料 の 開 発 ・ 設
計 か ら 製 造 に 至 る ま で の 事 業 活 動 全 般 に お い て 、 環 境 に 与 え る 負 荷 の 低 減 に 努 め 環 境 保
全 を 推 進 す る た め に 、 次 の こ と を 実 行 致 し ま す 。

こ の 環 境 方 針 は 、 社 内 外 に 公 表 す る 。

環 境 方 針

CICとは 創造： reationC 革新： nnovationI 挑戦： hallengeC
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推 進 体 制

　 当 社 は 市 内 ３ 拠 点 に 工 場 が 分 散 し 操 業 し て い ま す 。 環 境 保 全 推 進 体 制 は 、 そ の ３ 拠 点 が 一 体 と な

り 、 ま た 構 内 関 係 会 社 も 取 り 込 ん だ 環 境 保 全 管 理 委 員 会 を 中 心 と し た 全 社 体 制 と 、 個 別 テ ー マ を 担

当 す る 専 門 部 会 に よ り Ｐ Ｄ Ｃ Ａ の サ イ ク ル を 回 し て 取 り 組 ん で い ま す 。

2 0 1 9 年 度 環 境 目 標 ・ 実 績 及 び 評 価

No

1

2

3

4

5

6

環境目標 目標値 実績 評価

環境負荷の低減を指向した製品開発・技術
開発を行う。 期間中に 2 件以上の開発 

データ、保証書の入手（随時）

環境法令違反ゼロ件

①－1
目標値：

①－2
目標値   ：

南本町工場の省エネルギー
エネルギー量 kL　
過去実績比　1% 削減　又は
エネルギー量 kL/ 加工高
前年度比　1% 削減

エネルギー量 kL
過去実績比　4.4% 削減
エネルギー量 kL/ 加工高
前年度比　3.3% 削減

エネルギー量 kL
過去実績比　0.2% 削減
エネルギー量 kL/ 加工高
前年度比　3.6% 削減

産業廃棄物排出量 / 生産
高　前年度比 5.6% 削減
産業廃棄物排出量
過去平均比 0.3% 削減

2018 年度産業廃棄物排出量 / 生産高
実績比の 1% 削減　又は産業廃棄物排出量 t
過去平均比の 1% 削減

中田原・中田原西工場の省エネルギー
エネルギー量 kL　
過去実績比　1% 削減　又は
エネルギー量 kL/ 加工高
前年度比　1% 削減

既存購入仕様書の環境有害物質の調査を
行う。

各グループにおける管理基準を遵守し、
新たな環境汚染を発生させない。

生産効率のアップ、設備改良を図り、
省エネに取り組む。

各部門の業務遂行段階において、
産業廃棄物削減に取り組む

一般教育訓練の実施
特定業務従事者教育の実施
雇入れ又は異動者教育訓練の実施

環境ボランティア活動の実施
環境報告書の発行

①

②

①
②
③

各部門年 1 回実施
該当部門年 1 回実施
雇入れ、異動時

①
②
③

実施済
実施済
随時実施

①
②
③

①
②

年 1 回以上
10 月発行

①
②

2 回実施
10 月発行

①
②

2 件 開 発

3 6 4 件

0 件

達 成

達 成

達 成

達 成

達 成

達 成

達 成

達 成
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36,658 ton
17,940 ton
18,718 ton

●燃料分
●電力分

◇ＣＯ2 排出量

151 ton
◆有機溶剤大気排出量

●PRTR 対象物質

1,966 ton
1,890 ton

76 ton
7.47 t/ 億円

36,441 ton
18,306 ton
18,135 ton

163 ton

1,892 ton
1,814 ton

78 ton
7.91 t/ 億円

●リサイクル ( 再生使用 )
●埋立処分

（総排出量／生産高実績）

◇産業排出物

2019 年度 2018 年度

環 境 負 荷 マ テ リ ア ル バ ラ ン ス

2 0 2 0 年 度 　 全 社 環 境 目 的 と 目 標

No

1

2

3

4

5

6

環境方針 2020 年度環境目標

環境負荷の低減を指向した製品開発、技術
開発を行う。

環境負荷の低減を指向した製品開発、技術
開発を行う。

① 省エネルギー（電気・都市ガスの削減）

②産業廃棄物総排出量の削減

環境に影響を与える可能性のある有害化学
物質の管理強化を行う。

既存購入仕様書の環境有害物質
の調査を行う。

大気、水質、土壌汚染等の防止管理の強化
を行う。

各グループにおける管理基準を遵守し、新
たな汚染を発生させない。

省資源、省エネルギー、産業廃棄物の削
減、リサイクルの推進に取り組む。

環境教育を通じ全社員の意識向上を図り、
自ら責任を持って環境保全活動を遂行で
きるよう、啓発を行う。

その他環境活動

一般教育訓練の実施
特定業務従事者教育の実施
雇入れ又は異動者教育訓練の実施

①
②
③

環境ボランティア活動の実施
環境報告書の発行

①
②

目標値

期間中に 2 件以上

データ、保証書の入手（随時）

環境法令違反ゼロ件

①－1

①－2

南本町工場
エネルギー量 kL 又はエネルギー
量 kL ／加工高
過去実績比　1％削減

 2019 年度産業廃棄物排出量／生産高実績比
の 1％削減
又は産業廃棄物排出量 t 過去平均比の 1% 削減

中田原・中田原西工場
エネルギー量 kL 又はエネルギー
量 kL ／加工高
過去実績比　1％削減

年 1 回実施
年 1 回実施
雇入れ、異動時

①
②
③

年 1 回以上
10 月 HP 掲載

①
②

������ �������

（原油換算）
○都市ガス
○A 重油
○LPG
○ガソリン
○軽油
○灯油

9,223 KL
8,285 千㎥Ｎ

0
6.0 ton
18.1 KL
17.0 KL

1.3 KL

10,257 KL
39,910 千 kwh

8,933 ton
7,940 ton

631 ton
993 ton

445.7 千㎡
197.2 千㎡
248.5 千㎡

9,395 KL
8,439 千㎥Ｎ

0
6.0 ton
30.0 KL
27.8 KL

1.5 KL

9,937 KL
38,667 千 kwh

8,689 ton
7,669 ton

685 ton
1,020 ton

446.9 千㎡
208.6 千㎡
238.3 千㎡

燃　料
◇エネルギー投入量

◇購入品

◇水資源投入量

電　力

原材料
　うち有機溶剤
副資材

総投入量
○上水
○地下水

（原油換算）
○電力

2019 年度 2018 年度
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環 境 負 荷 物 質 低 減 の 推 進

Ⅰ．エネルギー使用量

　当社は主なエネルギーとして、ＣＯ２排出量の少ない電力と都市ガスを使用しております。
エネルギー原単位指数は１０２となり、前年度より９ポイント減少となりました。

Ⅱ．CO2 排出量の削減

　 ＣＯ２排出量は３６，６５８ton となり、前年度比２７１ton 増加となりました。また、CO２排出量原単位指
数は前年度比８ポイント増加し、８９となりました。

基準年の原単位を基準として、経年の原単位の変動を指数化したもの。

地球温暖化対策の推進に関する法律施行令等による。但し、電力は東北電力公表数字（クレジット

量反映前の数値）とする。

燃料別使用量の単位 : 左軸　重油（KL）、ＬＰＧ（ton）、都市ガス（千m3N）　
                             右軸　電力（千 kwh）

原 単 位 指 数：

C O ２ 排 出 係 数：

2

2 2

2

2
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Ⅲ．PRTR 法対象化学物質

　PRTR 第一種指定化学物質の大気排出量（届出対象分）は、前年度比べ約７％減の１５１ton でした。

Ⅳ．水質汚濁物質の対策
　公共用水域に排出される特定施設に関わる水質汚濁物質は、すべて適正な処理を施した後、排水しております。
今後も定められた監視と測定を行い、排水基準を順守していきます。

Ⅴ．土壌汚染の対策
　地下水基準値を超過したエリアでは、揚水曝気浄化処理を行い、還元分解され汚染濃度範囲が縮小するなどの浄
化効果を確認しています。引き続き、行政の指導のもと、敷地外部への影響についてもモニタリングするなど、適
正に対策を推進していきます。
　また、今後実施する事業所の統廃合や再構築等での土地の形質変更時には、改正土壌汚染対策法に基づき、届出・
調査・報告を適正に実施するとともに、調査結果の情報開示と汚染が確認された場合の対策に努めます。

PRTR（Pollutant Release and 

Transfer Register：化学物質排出移

動量届出制度）とは、有害性のある

多種多様な化学物質が、どのような

発生から、どれくらい環境中に排出

されたか、あるいは廃棄物に含まれ

て事業所の外に運び出されたかとい

うデータを把握し、集計し、公表す

る仕組みです。

31

53

58

80

213

232

240

300

352

349

405

アンチモン及びその化合物

エチルベンゼン

エチレングリコールモノメチルエーテル

キシレン

N,N- ジメチルアセトアミド

N,N- ジメチルホルムアミド（DMF）

スチレン

トルエン

フタル酸ジアリル

フェノール

ホウ素化合物

2.2

33.1

28.3

32.8

38.6

1.6

10.5

203.0

1.7

3.0

1.8

0.2

6.7

5.0

6.7

2.6

0.4

1.3

27.2

0.2

0.3

0.2

0.0

19.0

13.6

18.9

7.9

0.3

0.0

91.1

0.0

0.0

0.0

政令番号 物質名 取扱量 移動量 大気排出量
( 単位：ton )

6A R I S A W A  E N V I R O N M E N T A L  R E P O R T



廃 棄 物 の 管 理

　産業廃棄物の発生量は、１，９６６ton でした。また、産業廃棄物の内訳は、廃プラスチック類５４％、
廃油１８％、木くず９％、廃酸６％、ガラスくず２％、その他１１％でした。

　 グ リ ー ン 購 入 比 率 は 、 金 額 ベ ー ス で ６ ６ ． ３ ％ に な り ま し た 。

グ リ ー ン 購 入

１）産業廃棄物の発生量

　積極的なリサイクル化（サーマルリサイクル又はマテリアルリサイクル）を継続して進めており、２０
１９年度のリサイクル率は９６．１％となりました。

２）産業廃棄物のリサイクル化

　当社は、処分業者に産業廃棄物の処理を委託しています。「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法）」
等の適正な法令に従い、産業廃棄物管理票（マニフェスト）を適切に交付し、最終処分先に至るまで確認
をおこなっています。また、処分業者へは現地確認（書類審査を含む）を実施し、当社の排出物が適正に
処分されていることを確認しています。

３）産業廃棄物の処理委託
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環 境 苦 情

　 ２ ０ １ ９ 年 度 の 環 境 苦 情 は あ り ま せ ん

で し た 。 今 後 も 環 境 情 報 に 対 し 、 関 係 者

の 皆 様 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 活 発 に し

て 機 敏 に 対 応 し て ま い り ま す 。

　 青 田 川 の 一 斉 清 掃 「 ク リ ー ン ア ッ

プ 活 動 」 に 参 加 し ま し た 。 川 沿 い の

町 内 会 や 事 業 所 、 県 、 市 の 職 員 、 地

元 小 学 校 児 童 等 総 勢 約 5 0 0 人 が 参 加

し 、 清 掃 活 動 を 実 施 し ま し た 。

環 境 活 動

第 27 回青田川
クリ－ンアップ活動に参加

2 0 1 9 年 6 月 1 9 日

　 地 域 の ゴ ミ 拾 い を し な が ら ウ ォ ー

ク ラ リ ー を 開 催 、 社 員 2 3 1 名 が 参 加

し 5 3 K g の ゴ ミ を 回 収 し ま し た 。

アリサワ eco
ウォークラリー 2019 実施

2 0 1 9 年 9 月 2 1 日

　 上 越 教 育 大 学 大 学 院 生 の グ ル ー プ
よ り 、 昨 年 に 引 き 続 き 地 元 小 学 校 の
授 業 で 近 隣 企 業 か ら 排 出 さ れ る 廃 棄
物 を 素 材 と し た 図 画 工 作 の 授 業 を 計
画 し て い る と の 事 か ら 廃 棄 物 の 提 供
依 頼 が あ り 、 協 力 さ せ て 頂 き ま し た 。

廃棄物を利用した地元小学校の
図工授業協力

（件）
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環 境 情 報 の 開 示

[  南 本 町 工 場  ]

[  中 田 原 西 工 場  ]

[ 中 田 原 工 場  ]
◆水質 ( 排水口 No.2)◆水質 ( 排水口 No.10…青田川排水口 )

◆水質 ( 排水口 No.7)

◆大気

◆大気

◆下水道排水◆下水道排水

A
路
線

ボ
イ
ラ
ー

ボ
イ
ラ
ー

B
路
線

C
路
線

D
路
線

pH

BOD

SS

pH

BOD

SS

pH

BOD

SS

pH

BOD

SS

ばいじん

NOx

pH

BOD

SS

-

mg/L

mg/L

5.8 ～ 8.6

60

60

7.4 

14.4 

5.2 

pH

BOD

SS

-

mg/L

mg/L

5.8 ～ 8.6

25

50

7.8 

1.6 

7.1 

pH

BOD

SS

-

mg/L

mg/L

5.8 ～ 8.6

25

50

7.3 

3.0 

2.6 

g/ ㎥ N

ppm

0.10 未満

150 未満

*

19 ～ 63

-

mg/L

mg/L

-

mg/L

mg/L

-

mg/L

mg/L

-

mg/L

mg/L

5.7 超～ 8.7 未満

300 未満

300 未満

5.7 超～ 8.7 未満

300 未満

300 未満

5.7 超～ 8.7 未満

300 未満

300 未満

5.7 超～ 8.7 未満

300 未満

300 未満

7.5 

16.3 

5.4 

**

**

**

**

**

**

** 

** 

** 

項 目 単 位 排出基準 測定結果

項 目 単 位 排出基準 測定結果

項 目 単 位 排出基準 測定結果 項 目 単 位 排出基準 測定結果

項 目 単 位 排出基準 測定結果

A
路
線

B
路
線

C
路
線

D
路
線

pH

BOD

SS

pH

BOD

SS

pH

BOD

SS

pH

BOD

SS

-

mg/L

mg/L

-

mg/L

mg/L

-

mg/L

mg/L

-

mg/L

mg/L

5.7 超～ 8.7 未満

300 未満

300 未満

5.7 超～ 8.7 未満

300 未満

300 未満

5.7 超～ 8.7 未満

300 未満

300 未満

5.7 超～ 8.7 未満

300 未満

300 未満

8.0 

8.6 

4.6 

**

**

**

**

**

**

7.5

42.9

9.1

項 目 単 位 排出基準 測定結果

項 目 単 位 排出基準 測定結果

検査機関：一般財団法人　上越環境科学センター
*  測定年度対象外
** 流水量不足のため測定不可

ばいじん

NOx

g/ ㎥ N

ppm

0.10 未満

150 未満

*

34 ～ 61

2019 年度事業所別環境データ



会 社 概 要 （ 2 0 2 0 年 3 月 3 1 日 現 在 ）

社 名

代  表  者  

創 業

設 立

資  本  金

売  上  高

経 常 利 益

本 社

事 業 内 容

工 場

株 式 会 社 有 沢 製 作 所

代 表 取 締 役 社 長 　 有 沢 　 悠 太

1 9 0 9 年 （ 明 治 4 2 年 ） 4 月 8 日

1 9 4 9 年 （ 昭 和 2 4 年 ） 7 月 1 日

7 , 5 9 4 百 万 円

単 体 ： 3 1 , 6 3 5 百 万 円 （ 連 結 ： 4 5 , 9 7 0 百 万 円 ）

単 体 ：   2 , 3 6 5 百 万 円 （ 連 結 :    2 , 7 8 3 百 万 円 ）

〒 9 4 3 - 8 6 1 0 　 新 潟 県 上 越 市 南 本 町 一 丁 目 5 番 5 号

電 子 材 料 、 産 業 用 構 造 材 料 、 電 気 絶 縁 材 料 、 デ ィ ス プ レ イ 材 料 の 製 造 ・ 販 売

南 本 町 工 場 　 　 新 潟 県 上 越 市 南 本 町 一 丁 目 5 番 5 号

中 田 原 工 場 　 　 新 潟 県 上 越 市 大 字 中 田 原 1 番 地

中 田 原 西 工 場 　 新 潟 県 上 越 市 大 字 中 田 原 5 5 番 地

社 　 　 名  

本 　 　 社

事 業 内 容

社 　 　 名  

本 　 　 社

事 業 内 容

有 沢 総 業 株 式 会 社

〒 9 4 3 - 8 6 1 0 　 新 潟 県 上 越 市 南 本 町 一 丁 目 5 番 5 号

倉 庫 管 理 ・ 物 流 業 務 全 般

ア リ サ ワ フ ァ イ バ ー グ ラ ス 株 式 会 社

〒 9 4 3 - 8 6 1 0 　 新 潟 県 上 越 市 南 本 町 一 丁 目 5 番 5 号

ガ ラ ス ク ロ ス 、 ガ ラ ス テ ー プ の 製 造

組織の名称

所 在 地

対象事業所

適 用 規 格

登 録 日

株 式 会 社 有 沢 製 作 所

〒 9 4 3 - 8 6 1 0 　 新 潟 県 上 越 市 南 本 町 一 丁 目 5 番 5 号

本 社 ・ 南 本 町 工 場 ( 含 む 敷 地 内 ア リ サ ワ フ ァ イ バ ー グ ラ ス 株 式 会 社 、

敷 地 内 有 沢 総 業 株 式 会 社 )

中 田 原 工 場 ( 含 む 敷 地 内 有 沢 総 業 株 式 会 社 )

中 田 原 西 工 場 ( 含 む 敷 地 内 有 沢 総 業 株 式 会 社 )

I S O 1 4 0 0 1 : 2 0 1 5

2 0 0 7 年 6 月 1 8 日

1 0A R I S A W A  E N V I R O N M E N T A L  R E P O R T

関 連 会 社

I S O 1 4 0 0 1 認 証


